地域座談会（大栄地区）　意見交換記録
と　き　　平成２２年５月２５日（火曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時３０分から午後９時３０分

ところ　　大谷公民館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　　５５人

	番号
	項　目
	町民等からの意見等要旨
	町からの発言要旨

	１
	幼保一元化について

	●今年の予算の内訳とその財源は。
	●内訳は、用地購入費、土地造成費、財源は合併特例債を予定しています。

	
	
	●国の規制は
	●規制はなし。認定こども園は県認定となります。

	
	
	●施設数を８から４とすることの根拠は。
	●小規模施設の混合保育を解消し、町内で同一の質の保育を可能にすることを目的としています。

	
	
	●大谷から保育所がなくなると教育・文化の拠点が失われる。現在保育所で行っている高齢者や青年団との交流がなくなる。規模を大きくすることには疑問を感じる。
	●拠点がなくなってしまうことについては、何か考える必要があると思っている。

	
	
	●認定こども園になることで施設要件が緩くなるのではないか。
	●職員の配置基準、面積基準については保育所基準とします。

	
	
	●財政面は関係があるのか。
	●施設が古くなれば建て替えの問題も生じる。財政面も無関係ではない。

	
	
	●財政的なことが理由であるなら、子ども達へ合理化のしわ寄せを押し付けないで、その他に合理化すべきことがあるのではないか。合理化といえば町の臨時職員が多くないか。内部の合理化をすれば子どもに予算が回せるのではないか。
	●臨時職員数は１５７人。採用は緊急雇用対策で行っている。

	
	
	●実施時期はいつからか。
	●Ｈ２４年４月。

	
	
	●なぜ、実施を急ぐのか。
	●北条には幼稚園があり、同じ町の中で同じ条件のもとで子ども達を育てたい。

	
	
	●幼稚園教諭と保育士の資格に問題はないか。
	●最近の保育士は多くの者が両方の資格を持ち合わせている。

	
	
	●職員の採用は両方の資格を備えた人が優先されるのか
	●両方ある人を優先します。

	
	
	●認定保育園の形態は。保育所型か、幼稚園型かそれとも幼保連携型か
	●北条は幼保連携型、大栄は保育所型を考えています。

	
	
	●旧大栄町長が、以前あった統廃合問題時に「住民の納得なしでは統廃合は行わない」と発言したが
町として姿勢が変わるのか。また、納得とはどの程度のことを言うのか。
	●納得の上で進めたい。目安は概ねの理解が得られたら話を進めたい。

	
	
	●幼保一元化と施設統合は別の問題と思われる。人数が少ないままで幼保一元化ができないか。
	●小規模のままだと混合保育となってしまう。同じ年齢に対して同じ保育・教育をしていくことが必要で、一定の人数いる方が教育効果もあります。

	
	
	●４月に役員会で説明を聞いた。幼保一元化には積極的には賛成しない。大誠地区や由良地区が賛成した場合、それをもって見切り発車するのか。大谷は取り残されてしまうのか。
	●真剣に考えたいが、そこまでの考えには至っていない。

	
	
	●人数が少なくても高齢者や青年団との交流ができている。地域の中でのコミュニティに位置付けられている。予算がないなら人件費を減らせないのか。
	

	
	
	●大谷住民にとってはかけがえのない拠点となっている。高齢者との交流もほのぼのとしたもので心のオアシスになっている。統廃合は考え直してほしい。
	

	
	
	●（町からの問いに対して）理想であり良いと思う。
	●幼保一元化についてはどう思われますか。

	２
	コナンの観光振興について
	●コナンの観光振興について、新聞記事に苦戦している状況が取り上げられていたがどんな様子なのか。
	●「コナンの里づくり」は商工会の発議で始動し、行政が拠点づくりのため「青山剛昌ふるさと館」を整備した。本施設を核にして周辺で商売をすることに繋げていく予定だったが、民間側の投資が進まなかったことが想定外だった。
また、せっかく来場されても入館に至らないのが現状で、新たな入館対策が急務である。閉館となれば町としてもイメージダウンは免れない。続けて頑張るしかない。いい知恵があれば教えてほしい。

	３
	認定農業者について
	●現在の認定農業者数が２００人くらい。更新により人数が減っていくが町としてどう考えているか。また、認定農業者協議会への補助金が合併前より減ったが、町の支援が減っていないか。
	●認定農業者数は２０１人で、その内に法人が３事業体。認定農業者は各種事業の要件にもなっているので育成していきたい。

	
	
	●次世代農業者確保対策事業で支援メニューが示されているが、農業者にお金を与える方法ではなく、逆に研修費をもらいながら育成する方法もあると思う。
	●就農するためには多くの初期投資が必要となります。町として真剣に農業に取り組む人には支援をしていきたいと思います。


PAGE  
2

